
















































































































































































































































































しかし、昭和3年 （1928年） 10月の 『女人芸術』誌上に掲載された文章から
??????
は、彼女の考えに変化のあったことがわかる。自由恋愛には三つの形式があり、


























































































































































































⑤中村隆英 『昭和史IJ （東洋経済新報社、 1993年、 148頁）。
⑥中村隆英 『昭和史IJ （東洋経済新報社、 1993年、 150頁）。また、江見康一編 I長期経済統計－ 4 
資本形成J（東洋経済新報社、 1971年）を参照。










⑭「多方面恋愛座談会」『女人芸術J昭和 3年9月 (1928年）、 2～22頁。参加者の数は14人で、今井
邦子、生田花世、長谷川時間、長谷川春子、新妻伊都子、大井さち子、神近市子、ささきふさ、境
真柄、北川千代、城しづか、平林たい子、望月百合子、素川絹子である。
⑮ 「異説恋愛座談会jf女人芸術j昭和 3年10月 0928年）、78～88頁。メンバー は、 9人で、伊福部
敬子、生田花世、林芙美子、長谷川春子、永嶋暢子、八木秋子、北村兼子、域しづかである。（実
際に長谷川時雨も参加している）。
⑮ 「多方面恋愛座談会Jr女人芸術j昭和3年9月 0928年）、 3頁。











＠ ［男子の貞操物語］ 『女性j昭和 2年9月 (1927年） ①神近市子「ごく 一般的の場合を考へて」、
108頁。
＠ ［男子の貞操物語1r女性j昭和 2年9月 (1927年） ①神近市子「ごく 一般的の場合を考へてJ、
109頁。
＠ 「多方面恋愛座談会J向上、 12頁。
⑮ ［自由懇愛批判1r女性j昭和 2年7月 (1927年） ④生田花世「自由懲愛の三の相について」、 104
頁。
＠生田花世「所謂恋愛共産婦人一三角関係の一端より－Jr女人芸術j、昭和 3年10月 0928年）、 69
頁。
＠ 「異説恋愛座談会Jr女人芸術j昭和3年10月 0928年）、 87頁。
＠ ［男子の貞操物語1r女性j昭和 2年9月（1927年） ④生田花世「男子の貞操のj原となるものJ、
117頁。




＠尾形明子「望月百合子」 f女人芸術の人々J（ドメス出版、 1981年、 27頁）。
＠ 「多方面恋愛座談会」同上、 5頁。
＠ 「多方面恋愛座談会」同上、 5頁。










⑮望月百合子 「婦人解放の道Jf女人芸術j、昭和3年7月 (1928年）、 9頁。
＠ 「多方面恋愛座談会j向上、 16頁。
⑬望月百合子「婦人解放の道Jr女人芸術j、昭和3年7月 (1928年）、 9頁。
＊酎輯要旨
堀川貴司氏は、 f女人芸術jとはどのような性格の雑誌だったのか、と尋ね、発表者は、主宰者の
長谷川時雨に特定の主義はなく、文芸誌として始まったが、が、雑誌自体が女性の社会進出を目的と
しており、そのような主張をする人が多くは左翼系で、 30年代にはまるでプロレタリア誌のようにな
っていた、と答えた。
狩野啓子氏は、このようなテーマについては、土井淑平 『尾崎翠と花田清輝J（北斗出版、 2002)
といった研究があるし、論文もあるはずなので、もう少し広い目配りが必要である、と指摘した。
ロパート・キャンベル氏（座長）は、「道徳Jが次第にクローズアップされてくるが、これは自由
恋愛論の後退なのか、それとも新しい理念（倫理）なのか、と尋ね、発表者は、様々な立場が混在し
ている、と答えた。
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